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とが出来ました。また、式典等の行事で同席しま
すと、賛美歌では張りのある声を上げ堂々と歌わ
れ、さすが神戸大学グリークラブのOBと感服し
たこともありました。
2004年夏に関西学院大学の学長をされた小寺武
四郎経済学部名誉教授の告別式に参列しました
時、天野先生と同席させて頂き、小寺先生の思
い出話をしました。小生から、「私が関西学院に
就任した1969年4月は大学紛争の真最中で、大学
も約半年間ロックアウトされていました。その
状況を打開すべく5月に小寺学長代行が『学長代行
提案』を出され、6月9日の改革結集集会（王子公園
陸上競技場）を推し進め、学内正常化のリーダー
として活躍されていた頃の印象が一番強く残って
います。」と話していますと、天野先生は、「私は、
神戸大学大学院生時代に関学の大学院生ととも
に、六甲にあります小寺先生の自宅で大学院の講
義をよく聞く機会があり、昔から公私ともお世話
になりました。」と話されました。研究者は大学の
枠を飛び越え様々な交流があることを思いつつ、
天野先生が関西学院大学で30有余年来念願の新設
学部である総合政策学部学部長に就任されたのも
何かの良き巡り合わせと思いました。
最後になりましたが、関西学院大学での天野先
生の多大なご功績に感謝しますとともにご冥福を
お祈り致します。
田中良宣（たなか　よしのぶ　関西学院大学神戸
三田キャンパス事務室長）
